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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第78期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第79期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第78期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ６月30日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     ６月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 2,952,6812,807,00012,457,856

経常利益 (千円) 424,677 338,8671,906,595

四半期(当期)純利益 (千円) 103,275 172,121 920,574

純資産額 (千円) 22,997,70323,477,87623,779,133

総資産額 (千円) 25,710,86226,408,03327,177,589

１株当たり純資産額 (円) 1,026.711,048.201,061.64

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 4.61 7.69 41.10

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 89.4 88.9 87.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 344,383△214,2032,160,449

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 179,239△960,021△195,775

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △178,295△210,876△453,508

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,491,0622,271,7993,656,900

従業員数 (名) 354 391 335

(注)　１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

　 りません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　 ません。

３ 売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、経営資源の集中による経営の効率化を目的として当社の100％連結

子会社である株式会社ライフミンを平成22年４月１日付で当社を存続会社とした吸収合併をしておりま

す。また、平成22年４月８日付で株式会社リスブランの全株式を取得し当社の100％連結子会社としており

ます。この結果、当社グループは当社および子会社１社により構成されることになりました。

 　 株式会社リスブランの内容は以下のとおりであります。

　

名　称 住　所
資本金　　　　　
又は出資金　　
　　　　（千円）

主要な事業の内容
議決権の所有又は　
　　　　被所有割合
（％）

関係内容

（連結子会社）　　　　　　　
　 株式会社リスブラン

東京都　　　　
　台東区

100,000
基礎化粧品、医薬部外品、石
鹸類等の製造販売

100役員の兼任３名

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 391(87)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　従業員数が当第１四半期連結会計期間において56名増加しております。主な理由は平成22年４月８日付で株式

会社リスブランの全株式を取得し、連結の範囲が変更になったことによります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 325(73)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２  従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

　診断薬事業 　 　

　　微生物学的診断用薬 1,042,892 ―

　　免疫血清学的診断用薬 232,660 ―

　　精度管理用血清他 111,080 ―

　　　　小　　　  計 1,386,632 ―

　医薬事業 　 　

　　医薬品 469,324 ―

　　健康食品他 177,262 ―

　　　　小　　　  計 646,586 ―

合  　　計 2,033,218 ―

(注) 金額は売価換算額によっており、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

販売計画に基づく生産計画により生産を行っておりますので該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

　診断薬事業 　 　

　　微生物学的診断用薬 932,367 ―

　　免疫血清学的診断用薬 696,588 ―

　　精度管理用血清他 114,917 ―

　　検査用機器および器材他 87,642 ―

　　　　小　　　　計 1,831,516 ―

　医薬事業 　 　

　　医薬品 575,686 ―

　　健康食品他 399,797 ―

　　　　小　　　　計 975,484 ―

合　　　計 2,807,000 ―

(注) 金額には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、国内の需要が回復傾向にあることや中国やインド

などの新興国の需要増により改善の兆しがある一方で、ヨーロッパでの金融不安の影響もあり今後の見

通しが不透明な状況が続いております。

医薬品業界におきましても、本年４月の診療報酬の改定やジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用

促進などの医療費抑制策の基調は変わらず、また改正薬事法の施行によるＯＴＣ医薬品市場への他業種

の参入などの影響を受け、今後とも企業間の競争が激化するものとみられます。

　このような状況のもとで当社グループは販売の拡充に努めましたが、売上高は28億７百万円(前年同四

半期比4.9%減)となりました。利益面におきましては営業利益は２億46百万円(前年同四半期比13.4%減)、

経常利益は３億38百万円(前年同四半期比20.2%減)となり、四半期純利益は投資有価証券評価損の減少に

より１億72百万円(前年同四半期比66.7%増)となりました。

　セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

　診断薬事業の売上高は18億31百万円となりました。分野別では微生物学的診断用薬が９億32百万円、免

疫血清学的診断用薬が６億96百万円、精度管理用血清他が１億14百万円、検査用機器および器材他が87百

万円となりました。この事業の営業利益は３億54百万円であります。

　医薬事業の売上高は９億75百万円となりました。分野別では医薬品が５億75百万円、健康食品他が３億

99百万円となりました。この事業の営業利益は１億28百万円であります。

　また、両事業に配賦できない支援部門に係る費用等２億36百万円が控除されておりません。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ７億69百万円減少し264億８百万

円となりました。

　流動資産は前連結会計年度末に比べ９億60百万円減少し121億95百万円となりました。主な内訳は関係

会社預け金が11億90百万円減少したことによります。　

固定資産は前連結会計年度末に比べ１億90百万円増加し142億12百万円となりました。主な内訳は有形

固定資産が６億14百万円、繰延税金資産が１億65百万円それぞれ増加し、投資有価証券が振替などにより

６億40百万円減少したことによります。 　

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ４億68百万円減少し29億30百万円

となりました。主な内訳は未払法人税等が５億69百万円減少したことによります。 

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べ３億１百万円減少し234億77百万

円となりました。

  この結果、自己資本比率は88.9％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は前連結会計年度末に比べ

13億85百万円減少し22億71百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　　　　　　　

　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益３億２百万円、減価償却費１億13百万

円、売上債権の減少２億93百万円、仕入債務の減少２億53百万円、法人税等の支払５億91百万円などによ

り２億14百万円（前年同四半期比５億58百万円減）の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは投資有価証券の取得による支出２億72百万円、連結の範囲の変更

を伴う子会社株式の取得による支出７億42百万円などにより９億60百万円（前年同四半期比11億39百万

円減）の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払２億９百万円などにより２億10百万円（前年同四

半期比32百万円減）の支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社）の事業上および財務上

の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億84百万円です。その内訳は診断薬事業１億39百

万円、医薬事業45百万円です。

　現在、中期事業計画に沿った新たな柱の育成に関連する研究開発と既存製品群のラインナップ強化や改

良を中心とした既存事業の更なる強化のための研究開発を同時並行で進めております。

　診断薬事業では、新たな取り組みとしてＯＴＣ検査薬、検体直接の簡易検査薬や環境に関連する検査薬

の開発をスタートさせるとともに、得意分野である微生物学的診断試薬の開発も進め、この分野の製品群

の強化に努めております。

　医薬事業では、新たに代替医療への取り組みとして昨年共同声明を締結した北京同仁堂と協力して漢方

薬、薬膳の商品開発をスタートさせました。また今年４月８日に完全子会社化した株式会社リスブランと

は、天然にこだわった医薬品、健康食品、自然基礎化粧品等の共同開発を模索しております。一方、自社原

料である肝臓加水分解物を利用した製品開発にも力を注いでおり、直販向けの製品に加えて新たなチャ

ネル向けの製品開発も進めております。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,547,14022,547,140
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 22,547,14022,547,140― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年４月１日～
平成22年６月30日

─ 22,547,140 ─ 4,449,844 ─ 5,376,172

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において大量保有報告書の写しの送付がなく、大株主の異動を把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 148,600
　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,364,800
　

223,648 ―

単元未満株式 普通株式 33,740
　

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 22,547,140― ―

総株主の議決権 ― 223,648 ―

(注)  １「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が５株および証券保管振替機構名義の株式が43株含まれてお

ります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日水製薬株式会社

東京都台東区上野
３－23－９

148,600 ─ 148,600 0.65

計 ― 148,600 ─ 148,600 0.65

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月

最高(円) 705 715 707

最低(円) 677 640 649

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)および前第１四半期連

結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)および当第１四半期連結累計期

間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成し

ております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)および前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表ならびに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月

30日まで)および当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,266,069 2,461,012

受取手形及び売掛金 2,881,635 3,109,913

有価証券 1,013,779 403,160

商品及び製品 1,464,634 1,489,386

仕掛品 429,710 410,564

原材料及び貯蔵品 651,106 629,525

繰延税金資産 79,915 174,195

関係会社預け金 3,155,729 4,345,888

その他 265,719 146,623

貸倒引当金 △12,758 △14,255

流動資産合計 12,195,541 13,156,013

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,386,678

※
 2,045,333

機械装置及び運搬具（純額） ※
 564,165

※
 565,241

土地 2,281,579 2,006,879

建設仮勘定 1,513 1,513

その他（純額） ※
 205,601

※
 206,009

有形固定資産合計 5,439,538 4,824,976

無形固定資産 150,857 96,555

投資その他の資産

投資有価証券 7,931,313 8,572,120

繰延税金資産 484,743 318,772

その他 223,877 226,895

貸倒引当金 △17,838 △17,744

投資その他の資産合計 8,622,096 9,100,044

固定資産合計 14,212,492 14,021,576

資産合計 26,408,033 27,177,589
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,028,298 1,199,786

未払法人税等 70,561 639,929

賞与引当金 71,363 223,528

役員賞与引当金 12,999 14,170

返品調整引当金 3,000 2,000

歩戻引当金 24,726 15,475

その他 628,997 451,609

流動負債合計 1,839,946 2,546,498

固定負債

長期借入金 212,768 －

長期未払金 76,408 75,208

退職給付引当金 412,379 394,100

その他 388,655 382,648

固定負債合計 1,090,210 851,957

負債合計 2,930,157 3,398,456

純資産の部

株主資本

資本金 4,449,844 4,449,844

資本剰余金 5,378,419 5,378,419

利益剰余金 14,113,697 14,210,358

自己株式 △96,177 △96,064

株主資本合計 23,845,784 23,942,557

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △367,907 △163,423

評価・換算差額等合計 △367,907 △163,423

純資産合計 23,477,876 23,779,133

負債純資産合計 26,408,033 27,177,589
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 2,952,681 2,807,000

売上原価 1,470,652 1,448,853

売上総利益 1,482,029 1,358,147

販売費及び一般管理費 ※
 1,197,072

※
 1,111,405

営業利益 284,956 246,741

営業外収益

受取利息 25,647 35,715

受取配当金 45,777 48,469

投資有価証券売却益 51,051 －

その他 17,509 8,544

営業外収益合計 139,985 92,729

営業外費用

支払利息 264 68

デリバティブ評価損 － 534

その他 － 1

営業外費用合計 264 603

経常利益 424,677 338,867

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,215

特別利益合計 － 1,215

特別損失

投資有価証券評価損 142,655 35,170

その他 8,434 2,578

特別損失合計 151,089 37,748

税金等調整前四半期純利益 273,588 302,334

法人税、住民税及び事業税 52,441 24,912

法人税等調整額 117,870 105,300

法人税等合計 170,312 130,212

少数株主損益調整前四半期純利益 － 172,121

四半期純利益 103,275 172,121
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 273,588 302,334

減価償却費 142,677 113,978

その他の引当金の増減額（△は減少） △199,320 △139,675

受取利息及び受取配当金 △71,424 △84,184

支払利息 264 68

売上債権の増減額（△は増加） 427,048 293,242

たな卸資産の増減額（△は増加） △101,942 155,251

仕入債務の増減額（△は減少） △125,854 △253,944

投資有価証券売却損益（△は益） △51,051 －

投資有価証券評価損益（△は益） 142,655 35,704

その他 △3,349 △45,572

小計 433,290 377,201

法人税等の支払額 △88,906 △591,404

営業活動によるキャッシュ・フロー 344,383 △214,203

投資活動によるキャッシュ・フロー

関係会社預け金の増減額（△は増加） 1,600,000 －

有形固定資産の売却による収入 145 －

有形固定資産の取得による支出 △71,657 △15,104

無形固定資産の取得による支出 △34,807 △16,642

投資有価証券の売却及び償還による収入 304,875 －

投資有価証券の取得による支出 △1,717,557 △272,362

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △742,032

利息及び配当金の受取額 71,237 78,747

その他の資産の増減額（△は増加） 27,003 7,372

投資活動によるキャッシュ・フロー 179,239 △960,021

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △616 △1,200

利息の支払額 △20 －

配当金の支払額 △177,555 △209,563

自己株式の増減額（△は増加） △102 △112

財務活動によるキャッシュ・フロー △178,295 △210,876

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 345,327 △1,385,101

現金及び現金同等物の期首残高 2,145,734 3,656,900

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,491,062

※
 2,271,799
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 （１）連結範囲の変更

　当社の連結子会社であった株式会社ライフミンは第１四半期連
結会計期間において合併により連結の範囲から除外しておりま
す。また、株式会社リスブランは第１四半期連結会計期間において
全株式の取得により連結の範囲に含めております。

（２）変更後の連結子会社の数
　　　１社

２  会計処理基準に関する事項の変更 （１）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基
準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除
去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
21号　平成20年３月31日）を適用しております。 
　これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益
に与える影響は軽微であります。 

　 （２）「企業結合に関する会計基準」等の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」
（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関
する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、
「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準
第23号　平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等
会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平
成20年12月26日）を適用しております。 　 

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

項目
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　 12,040,404千円※　有形固定資産の減価償却累計額 　10,933,491千円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当  285,790 千円

歩戻引当金繰入額   30,356  〃

賞与引当金繰入額   34,998  〃

役員賞与引当金繰入額  6,250  〃

退職給付費用  34,736  〃

※  販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当  267,636 千円

歩戻引当金繰入額  24,726  〃

賞与引当金繰入額  35,287  〃

役員賞与引当金繰入額  12,999  〃

退職給付費用  24,296  〃

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,330,818 千円

預入期間が３か月以内の関係会社
預け金

160,244　〃

現金及び現金同等物 2,491,062 千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,266,069 千円

預入期間が３か月以内の関係会社
預け金

5,729　〃

現金及び現金同等物 2,271,799 千円

　
(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)および当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１

日  至  平成22年６月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,547,140

　
２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 148,779

　
３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　
４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 268,782 12平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　

　
診断薬事業
(千円)

医薬事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する売上高 1,899,8041,052,8772,952,681 ― 2,952,681

営業利益 435,54383,929519,472(234,516)284,956

(注) １ 事業区分の方法

    製商品の種類による区分として診断薬事業部門および医薬事業部門に区分しております。

２ 各事業区分の主要製商品

　  診断薬事業部門　 微生物学的診断用薬・免疫血清学的診断用薬・精度管理用血清他・検

　　　　　　　　　　 査用機器および器材他

　　　 　  医薬事業部門     医薬品・健康食品他 　

　
【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　　　在外子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

　
【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

　　　海外売上高は連結売上高の10%未満であるため、記載を省略しております。

　
【セグメント情報】

(追加情報)

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

　当社は、製商品の区分別のセグメントから構成されており、「診断薬事業」および「医薬事業」の２つ

を報告セグメントとしております。 

「診断薬事業」は診断用薬の製造、仕入、販売および検査用機器および器材他の仕入、販売をしておりま

す。「医薬事業」は医薬品および健康食品他の製造、仕入、販売をしております。 
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　

　

報告セグメント

診断薬事業　
（千円）

医薬事業　　（千
円）

計　　　　　（千
円）

売上高 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,831,516975,4842,807,000

セグメント利益 354,774 128,619 483,394

　
３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　 　

利益 金額（千円）

報告セグメント計 483,394

全社費用(注) △236,652

四半期連結損益計算書の営業利益 246,741

(注)全社費用は主に支援部門に係る費用等であります。  

　
(企業結合等関係)

　　当第１四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日 至　平成22年６月30日)

１．共通支配下の取引等

　(1)結合当事企業の名称およびその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称およ

び取引の目的を含むその他取引の概要に関する事項

　　① 結合当事企業の名称およびその事業の内容

    結合当事企業の名称　　当社100％出資の連結子会社株式会社ライフミン

　　事業の内容　　健康食品の販売

　　② 企業結合日

　　平成22年４月１日

　  ③ 企業結合の法的形式

　  当社を存続会社、株式会社ライフミンを消滅会社とする吸収合併

　　④ 結合後企業の名称

　　日水製薬株式会社

　　⑤ その他取引の概要に関する事項

本合併により、経営資源の集中による経営の効率化を図り当社グループの継続的な安定成長

および収益力を更に向上させることを目的としております。

  (2)実施した会計処理の概要

 本合併は、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成20年12月26日)および「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号　平成20

年12月26日)に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行っております。　　　
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２．取得による企業結合

　(1)被取得企業の名称およびその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形

式、結合後企業の名称、取得した議決権比率および取得企業を決定するに至った主な根拠

　　① 被取得企業の名称およびその事業の内容

  　被取得企業の名称　　株式会社リスブラン

  　事業の内容　　基礎化粧品、医薬部外品、石鹸類等の製造販売

　　② 企業結合を行った主な理由

医薬事業でのシナジー効果が見込めるため

　　③ 企業結合日

　　平成22年４月８日

　　④ 企業結合の法的形式

 株式取得

　　⑤ 結合後企業の名称

　　株式会社リスブラン

　　⑥ 取得した議決権比率

　　100％

　　⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社の医薬事業は、薬局・薬店・ドラッグストアを通じて医薬品・健康食品などを販売して

まいりましたが、成長戦略を実践していくためには従来からの取り扱い商品に加えて、付加価

値の高い商品の導入やサービスの充実が不可欠と考えております。被取得企業の株式会社リス

ブランは設立以来30年にわたり基礎化粧品などの製造販売を行っております。天然の素材にこ

だわり独自の技術により商品化されたリスブラン化粧品を当社グループの商品として加える

ことでお客さまを美と健康の両面からサポートし、当社の存在価値を高め、医薬事業の更なる

発展を進めることが期待できるため取得を決定し実践いたしました。

  (2)四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

被取得企業の業績は含まれておりません。

  (3)被取得企業の取得原価およびその内訳

取得の対価　　株式取得金額　　1,287,510千円　

取得原価　　　　　　　　　　　1,287,510千円

　(4)発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

　　① 発生したのれんの金額

　61,651千円

　　② 発生原因

企業結合時の時価純資産総額が取得原価を下回ったため、その差額をのれんとして認識してお

ります。

　　③ 償却方法および償却期間

  １年間にわたる均等償却
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　(5)企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四

半期連結損益計算書に及ぼす影響の概算額

売上高　　281,000千円

営業利益　 66,000千円

 なお、影響の概算額については監査証明を受けておりません。

　
(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 1,048.20円
　

　 1,061.64円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期
連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 23,477,876 23,779,133

普通株式に係る純資産額(千円) 23,477,876 23,779,133

普通株式の発行済株式数(株) 22,547,140 22,547,140

普通株式の自己株式数(株) 148,779 148,605

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 22,398,361 22,398,535

　
２  １株当たり四半期純利益金額

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 4.61円
　

１株当たり四半期純利益金額 7.69円
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　    ２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 103,275 172,121

普通株式に係る四半期純利益(千円) 103,275 172,121

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 22,399,496 22,398,466

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月13日

日水製薬株式会社

取締役会  御中

　

                                新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊　　藤    栄 　司    印

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

　 公認会計士  　小　　林　　　　 宏    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    千　　葉　  通　 子    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日水

製薬株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日水製薬株式会社及び連結子会社の平成21年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月12日

日水製薬株式会社

取締役会  御中

　

　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    栄    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    林    　    宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日水

製薬株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日水製薬株式会社及び連結子会社の平成22年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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